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＜概要＞
１．研究背景１

 

－ サービスの重要性と製造業

２．研究背景２

 

－ サービス工学とサービスモデル

３．製品・サービス統合設計と矛盾の関係

４．研究目的

 

－ 設計解が内包する矛盾の効率的な発見を計算機により

支援するための手法を提案

５．矛盾の分類

 

－ 論理的矛盾と物理的矛盾に大別

６．論理的矛盾の検知手法 － 語彙間の関係をデータベース化することにより，
機能の語彙的な記述から論理的な矛盾を検知

７．物理的矛盾の検知手法 － 従来製品設計に利用されてきたレンジ演算の導入

により，設計値が取りうるレンジ間の不整合を検知

８．結論

 

－ 設計・サービス統合設計プロセスの考察から矛盾を２つに大別し，それ

ぞれの矛盾を検知するための手法を提案
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